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初めに 微粒子粒径計測は重要な技術である。

我々は民生用カメラにて微粒子回折像を撮影し、

その画像から画像解析技術を駆使して回折円を

抽出し、回折円半径から微粒子粒径を計測する

方法を考案し、霧の水微粒子の成長の様子を測

定した。[1-3] この手法はカメラのフレーム

レート (30 fps)の逆数の 33msの時間分解能で

微粒子粒径の時間変化を測定可能である。

本講演では、時間分解能が短い特徴を生かして

水微粒子の平均粒径ならびに標準偏差を測定し、

水微粒子の粒度分布について考察する。

測定結果と考察 図 1左上図は抽出した霧の回

折像で、測定領域を白点線で示す。右上図はレ

ンズの前方のレーザ光が照射される霧の粒径が

測定される「測定体積」並びに観測時間が長い

場合と短い場合の「測定体積」中の微粒子を示

す。観測時間が長い場合、時間内に「測定体積」

を通過した多数の微粒子を観測することになり、

短い場合は時間が短い分観測する微粒子数は少

なくなる。

中図は 1秒間に渡る平均粒径の時間推移を、下

図は 1秒間に渡る粒径標準偏差の時間推移を示

す。粒径の平均値と標準偏差の比較より、粒径

の時間的変化が大きい時は標準偏差が大きいこ

とが分かる。また標準偏差は平均粒径の 1％以

下で小数点以下２桁の測定精度を持つ。粒径の

平均値と標準偏差の時間変化は時定数それぞれ

510秒と 450秒を持つ指数関数的変化をし、両

者の時定数が同程度であることはシミュレー

ション計算 [4]と同じである。

また平均粒径の時間的振動およびピークを持つ

標準偏差は回折円抽出技術に改善の余地がある

ことを示すと考えられる。
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